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ホームページで 

カラー版を 

公開しています。 
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「これからの学校」を、共に考えましょう 
本市教育委員会では、児童生徒数の減少や学校施設の老朽化等の環境変化をはじめ、今後の

教育の在り方を踏まえ、令和８年２月、「伊勢原市立小中学校の望ましい学校規模等

に関する基本方針」を策定しました。 
 

この基本方針では、本市がめざす「これからの学校像」を、次のとおり示しています。 
基本方針は 

こちらから 多様な人や社会との関わりの中で、 

児童生徒一人ひとりの可能性を引き出す学校 

 

様々な困難を抱えた子どもたちを含め、児童生徒を誰一人取り残さず、一人ひとりの自己肯定感

や意欲・元気を高めていくという、学校ならではの機能を最大限に発揮し、学校本来の使命を果たし

ていくことをめざします。 

 

視点１ きめ細やかで、切れ目のない教育のために 

・チームによる指導体制の充実  ・多様なニーズに応じた支援 

・ＩＣＴの活用         ・小中一貫教育に向けた検討 

 視点２ 地域に根ざした持続可能な教育のために 

・体験活動の推進 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と 

地域学校協働活動の推進 

 

視点３ 「新しい時代」の学びを支える教育環境のために 

・多様な学習形態に対応するスペースの整備 

・安全・快適に利用できる持続可能な教育環境の整備 

・教職員の執務環境の改善  ・地域住民の交流エリア等の整備 

 

＜めざす方向性＞ 
「伊勢原市立小中学校の望ましい学校規模等に関する基本方針」より一部抜粋 

 

今後、教育委員会では学校本来の使命や魅力を市民の皆様と共有し、「これからの 

学校はどうあるべきか」を語り合う場を設けていきます。共に考えましょう。 
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伊勢原では、学校や地域で、大変多くの大人が子どもたちの学びを支えて 

くださっています。 

また、各公民館等では、多くの大人たちも楽しそうに学び続けておられます。 

こうした姿はこれまでの伊勢原にとっては「当たり前」でも、外から見れば 

「うらやましい」、伊勢原ならではの強み、持ち味ではないでしょうか。 

本市社会教育委員会議では、子どもから高齢者まであらゆる世代の人びと 

が交流を深め、学びあい、障がいやセクシュアリティ、一人ひとりのルーツといった 

多様性を認めあえる地域コミュニティを「育ちあえる地域コミュニティ」ととらえ、 

「育ちあえる地域コミュニティをどうつくっていくか」をテーマに研究と議論を深め、

令和 7年 4月に提言書として取りまとめました。多くの方に知っていただき、一緒に考え、実践して 

いくきっかけとなれば幸いです。 

 

＜その他の取組＞ 

より一層のきめ細やかな教育を推進するため、９年

間を通じた教育課程の編成等により、系統的かつ

連続性のある教育を目指す小中一貫教育につい

て、全市域を対象に検討を進めます。また、幼児教

育と小学校教育をつなぐ「架け橋プログラム」の研

究を進め、実践に活かしていきます。 

＜供用開始予定＞ 

2027年7月頃 成瀬中、伊勢原中   

2028年2月頃 山王中、中沢中、 

成瀬小、桜台小、石田小 

2029年2月頃 伊勢原小、大山小、高部屋小、 

比々多小、大田小、緑台小、竹園小 

 

不登校の子どもやその保護者の不安軽減のため、

フリースクール等と連携して支援情報の提供等を

行います。また、不登校の未然防止にも資する教育

課程や学校風土の実践研究を進めます。 

学びあい、育ちあえる地域コミュニティをめざしましょう 

大人も子どもも学びあい、育ちあ

えるような地域コミュニティの持続･

発展に向け、学校と地域との結び

役として、本市では、学校区ごとに、

次の方たちが、地域学校協働
活動推進員として精力的に活

動してくださっています。 

 

＜令和 8年度 地域学校協働活動推進員（敬称略）＞ 

伊勢原小   佐々 木  香子 大山小   石川  髙夫 高部屋小   錦織  勝 比々 多小   飯島  大輔 

成瀬小     石塚  京子 大田小   亀井  道行 桜台小     板倉  博子 緑台小     細谷  毅義 

竹園小     福岡  敦子 石田小   加藤  祥子 山王中     安達  浩志 成瀬中     沼倉  美香 

伊勢原中   越水  真理 中沢中   本間  崇敬 

 
大人たちが地域で行う様々な学びの場に、それぞれの活動に興味関心を持った小学生や中学生

が、当たり前のように一緒に学ぶ、そうした地域コミュニティをめざしましょう。子どもたちとのふれあい

が、地域の大人たちの学び、やり甲斐にもつながるのではないかと考えています。 

 

 

規模が小さい大山小学校の今後の在り方につい

て、関係の皆様からの意見を踏まえながら検討協

議を進めていきます。   
 
「大山小学校の在り方検討に向けた基本的な方針」→ 

大山小学校の今後の在り方検討について 一人ひとりの可能性を引き出す不登校対策 

子どもの成長に即した豊かな教育のために 学校体育館に空調設備の整備を進めます 

提言書はこちらから 


